
○
逓
信
委
員
会

内
閣
提
出
法
律
案
（
五
件
）

（
衆
）
は
提
出
時
の
先
議
院

1
0
1
国
会

　
80

101

国
会

　
7
3

1
0
1
国
会

　
7
2

23 22 番
号

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
法
及
び
電
気
通
信
事
業
法

の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

案 電
気
通
信
事
業
法
案

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
法
案

お
年
玉
つ
き
郵
便
葉
書
及
び
寄
附
金
つ
き
郵
便
葉
書

等
の
発
売
並
び
に
寄
附
金
の
処
理
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

　
右
に
よ
り
「
お
年
玉
つ
き
郵
便
葉
書
及
び
寄
附
金

　
つ
き
郵
便
葉
書
等
の
発
売
並
び
に
寄
附
金
の
処
理

　
に
関
す
る
法
律
」
の
題
名
を
「
お
年
玉
等
付
郵
便

　
葉
書
及
び
寄
附
金
付
郵
便
葉
書
等
の
発
売
並
び
に

　
寄
附
金
の
処
理
に
関
す
る
法
律
」
に
改
正

郵
便
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

" "
（
衆
）

"
衆 先議院

四
、
一
六

四
、一〇

五
九
、
四
、一〇 二

、一二

六〇
、
二

、
一

二

提
　
出

月
　
日

七
、
二
五

七
、
二
五

五九

、
七
、
二
五

二
、一二

（
予
）

六〇
、
二

、一二

　
　
（
予
）

委　

員　

会

付
　　

　
託

参
　　

　
　
議
　
　　

　
院

　
　
一
二
、一

三

修
　
　
正

　
　
一
二
、一

三

修
　
　
正

　
五
九
、
一
二
、
一
三

修
　
　
正

　
　
　四、
二
三

可
　
　
決

六〇、
四

、二
三

可
　
　
決

委　

員　

会

議
　
　　

決
　
　一二、一
四

修
　
　
正

　
　一二
、
一
四

修
　
　
正

五九
、

一二、
一
四

修
　
　
正

　
　
四、二
四

可
　
　
決

六〇、
四
、
二

四

可
　
　
決

本　

会　

議

議
　　

　
決

一二
、

一四

一二

、
一
四

五九、一
二
、
一
四

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 二

、
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　六〇、四、一
八

　可決

六〇、
二

、一二

委　

員　
会　
委

　

員　

会　
本
会
議

付
　
　　

託　
議
　
　

　
決　
議
　
　
決

衆
　
　　

　
議
　
　
　　

院

　
　一二
、
一
九

可
　
　
決

　
　一二
、
一
九

可
　
　
決

　
五
九、一二、一
九

可
　
　
決

　
　
四
、
一
八

可
　
　
決

　
一
二
、
二
〇

可
　
　
決

　
　一二、二〇

可
　
　
決

　
五
九
、一二、二〇

可
　
　
決

　
　
　
四
、
一
九

可
　
　
決

六〇
、
四
、

一九

可
　
　
決

百
一
回
国
会

　
衆
本
会
議
趣
旨
説
明

　

衆
　
　
修
　
　
正

　
参
本
会
議
趣
旨
説
明

　
参
　
　
継
　
　
続

百
一
回
国
会

　
衆
本
会
議
趣
旨
説
明

　
衆
　
　
可
　
　
決

　
参
本
会
議
趣
旨
説
明

　
参
　
　
継
　
　
続

百
一
回
国
会

　
衆
本
会
議
趣
旨
説
明

　

衆
　
　
修
　
　
正

　
参
本
会
議
趣
旨
説
明

　

参
　
　
継
　
　
続

備
　
　
　
　
考



国
会
の
承
認
を
求
め
る
の
件
（
一
件
）

番
号

件

名

先議院

提
　
出

月
　
日

参

議

院

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

衆

議

院

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

備

考

１

放
送
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承

認
を
求
め
る
の
件

衆

六〇、
三
、
五

六〇

、
三
、
五

　
　
　
　
（
予
）

　
六
〇
、
三
、
二
八

承
　
　
認

六〇
、
三
、
二
九

承
　
　
認

六
〇
、
三
、
五

六〇、

三
、二五

承
　
　
認

六〇、
三
、
二
六

承
　
　
認

Ｎ
Ｈ
Ｋ
決
算
（
二
件
）

備
考
欄
記
載
事
項
は
本
院
に
つ
い
て
の
も
の

日
本
放
送
協
会
昭
和
五
十
八
年
度
財
産
目
録
、
貸
借

対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
並
び
に
こ
れ
に
関
す
る
説

明
書

日
本
放
送
協
会
昭
和
五
十
七
年
度
財
産
目
録
、
貸
借

対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
並
び
に
こ
れ
に
関
す
る
説

明
書

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

六〇

、
　
一
、
一
八

　
　
五
九
、
　
二
、
一
七

（
第
百
一
回
国
会
）

提
　
出
　
月
　
日

六〇
、
一
、
一
八

五
九
、一二

、
一

委
員
会

付
　
　
託

参
　
　
　
議
　
　
　
院

　
六〇
、
六
、二〇

議
　
　
決

委
員
会

議
　
　
決

六〇

、
六、二
四

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

六〇
、
一
、
一
八

五
九
、一二
、
一

委
員
会

付
　
　
託 衆

　
　
　
議
　
　
　
院

六〇
、
六
、
一
九

議
　
　
決

委
員
会

議
　
　
決

六〇
、
六
、
二
四

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

百
一
回
国
会
　
　
未
了

備
　
　
　
　
　
　
考

郵
便
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
二
二
号
）

要
旨

 

　
本
法
律
案
は
、
郵
便
事
業
の
現
状
等
に
か
ん
が
み
、
利
用
者
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
通
常
郵
便
物
の
大
き
さ
の
制

限
の
緩
和
、
料
金
後
納
制
度
の
改
善
、
転
送
料
及
び
還
付
料
の
廃
止

￥　 



等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
通
常
郵
便
物
の
大
き
さ
の
制
限
緩
和

　
　
通
常
郵
便
物
の
大
き
さ
の
最
大
限
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
で
は

　
長
さ
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚

　
さ
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
万
国
郵
便
条

　
約
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
、
長
さ
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
、

　
幅
及
び
厚
さ
の
合
計
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
拡
大
す
る
こ
と
。

二
、
料
金
後
納
の
担
保
の
省
令
委
任

　
　
郵
便
料
金
を
後
納
と
す
る
場
合
は
、
現
行
法
で
は
月
額
利
用
料

　
金
額
の
二
倍
以
上
の
現
金
又
は
有
価
証
券
を
担
保
と
し
て
提
供
す

　
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
情
勢
の
変
化
に
弾
力
的
に
対
応
で
き

　
る
よ
う
、
担
保
の
提
供
条
件
を
省
令
に
委
任
す
る
こ
と
。

三
、
転
送
料
及
び
還
付
料
の
廃
止

　
　
現
行
法
で
は
、
小
包
郵
便
物
又
は
書
留
郵
便
物
を
転
送
又
は
還

　
付
す
る
と
き
は
、
転
送
料
又
は
還
付
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
つ

　
て
い
る
が
、
こ
れ
を
不
要
と
す
る
こ
と
。

四
、
そ
の
他
の
改
正

　
　
郵
便
の
あ
て
名
変
更
及
び
取
戻
し
を
請
求
で
き
る
郵
便
局
の
範

　
囲
の
拡
大
、
速
達
郵
便
物
の
還
付
の
際
の
取
扱
い
の
迅
速
化
、
付

　
随
的
新
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
の
規
定
の
整
備
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス

　
改
善
の
た
め
の
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

五
、
施
行
期
日

　
　
昭
和
六
十
年
七
月
一
日

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
逓
信

　
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
郵
便
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
郵
便
事
業
の
現

　
状
等
に
か
ん
が
み
、
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

　
め
、
通
常
郵
便
物
の
大
き
さ
の
制
限
の
緩
和
、
料
金
後
納
制
度
の
改

　
善
、
転
送
料
及
び
還
付
料
の
廃
止
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も

　
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
次
に
、
お
年
玉
つ
き
郵
便
葉
書
及
び
寄
附
金
つ
き
郵
便
葉
書
等
の

　
発
売
並
び
に
寄
附
金
の
処
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

　
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
郵
便
利
用
の
動
向
に
か
ん
が
み
、
個
人
間

　
の
郵
便
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
お
年
玉
つ
き
郵
便
葉
書
以
外
に

　
も
く
じ
引
き
に
よ
る
景
品
つ
き
郵
便
葉
書
を
発
行
で
き
る
こ
と
と
す

　
る
ほ
か
、
景
品
の
単
価
の
限
度
額
の
定
め
方
を
改
め
よ
う
と
す
る
も

　
の
で
あ
り
ま
す
。



　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
律
案
を
便
宜
一
括
し
て
審
査
し
、

郵
便
事
業
の
経
営
方
針
、
小
包
郵
便
の
利
用
回
復
施
策
、
く
じ
つ
き

郵
便
葉
書
の
景
品
の
あ
り
方
、
郵
便
局
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
等
の
諸
問

題
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
な
く
、
両
法
律
案
に
つ
い
て
順
次
採
決
の

結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

お
年
玉
つ
き
郵
便
葉
書
及
び
寄
附
金
つ
き
郵
便
葉
書
等
の
発
売
並
び
に

寄
附
金
の
処
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第

二
三
号
）

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
郵
便
利
用
の
動
向
に
か
ん
が
み
、

　
個
人
間
の
郵
便
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
現
行
法
で
は
お
年
玉
付

　
郵
便
葉
書
に
限
ら
れ
て
い
る
く
じ
引
番
号
付
き
の
郵
便
葉
書
の
発
行

　
を
、
年
賀
葉
書
以
外
の
郵
便
葉
書
で
も
発
行
で
き
る
こ
と
と
す
る
ほ

　
か
、
く
じ
引
に
よ
り
贈
る
金
品
の
単
価
の
上
限
を
、
現
行
の
五
万
円

　
か
ら
、
郵
便
葉
書
の
料
額
印
面
の
五
千
倍
に
相
当
す
る
金
額
に
改
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

二
一
七
ペ
ー
ジ
参
照

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
法
案
（
第
百
一
回
国
会
閣
法
第
七
二
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
今
後
に
お
け
る
社
会
経
済
の
進
展
及
び
電
気
通
信

分
野
に
お
け
る
技
術
革
新
等
に
対
処
す
る
た
め
、
日
本
電
信
電
話
公

社
を
改
組
し
て
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
を
設
立
し
、
事
業
の
公
共

性
に
留
意
し
つ
つ
、
そ
の
経
営
の
一
層
の
効
率
化
、
活
性
化
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
以
下
「
会
社
」
と
い
う
。
）
は
、

　
国
内
電
気
通
信
事
業
を
経
営
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社

　
と
す
る
も
の
と
す
る
。

二
、
会
社
は
、
そ
の
事
業
を
営
む
に
当
た
つ
て
は
、
常
に
経
営
が
適

　
正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
、
国
民
生
活
に
不
可

　
欠
な
電
話
の
役
務
を
適
切
な
条
件
で
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当

　
該
役
務
の
あ
ま
ね
く
日
本
全
国
に
お
け
る
安
定
的
な
供
給
の
確
保



　
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
社
会
経
済
の
進
展
に
果
た
す
べ

　
き
電
気
通
信
の
役
割
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
電
気
通
信
技
術
に

　
関
す
る
実
用
化
研
究
及
び
基
礎
的
研
究
の
推
進
並
び
に
そ
の
成
果

　
の
普
及
を
通
じ
て
我
が
国
の
電
気
通
信
の
創
意
あ
る
向
上
発
展
に

　
資
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

三
、
政
府
は
、
常
時
、
会
社
の
発
行
済
株
式
総
数
の
三
分
の
一
以
上

　
の
株
式
を
保
有
す
る
と
と
も
に
、
政
府
の
保
有
す
る
会
社
の
株
式

　
の
処
分
は
、
そ
の
年
度
の
予
算
を
も
つ
て
国
会
の
議
決
を
経
た
限

　
度
数
の
範
囲
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

四
、
新
株
等
の
発
行
、
取
締
役
、
監
査
役
の
選
任
等
の
決
議
、
定
款

　
の
変
更
等
の
決
議
、
事
業
計
画
、
重
要
な
設
備
の
譲
渡
等
に
つ
い

　
て
は
、
郵
政
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す

　
る
等
会
社
の
監
督
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

五
、
政
府
は
、
会
社
の
成
立
の
日
か
ら
五
年
以
内
に
、
こ
の
法
律
の

　
施
行
の
状
況
及
び
こ
の
法
律
の
施
行
後
の
諸
事
情
の
変
化
等
を
勘

　
案
し
て
会
社
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基

　
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

六
、
会
社
の
設
立
手
続
、
日
本
電
信
電
話
公
社
の
解
散
手
続
等
に
つ

　
い
て
所
要
の
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

七
、
施
行
期
日
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

　
日
本
電
信
電
話
公
社
法
等
の
廃
止
及
び
同
法
の
廃
止
に
伴
う
経
過

　
措
置
の
規
定
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と

　
す
る
。

　
な
お
、
本
法
律
案
は
、
第
百
一
回
国
会
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
会

社
の
附
帯
業
務
を
郵
政
大
臣
の
認
可
事
項
か
ら
除
外
す
る
旨
の
修
正

が
行
わ
れ
て
い
る
。

修
正
要
旨

　
　
本
法
律
案
の
第
二
条
に
、
新
た
に
公
平
な
提
供
、
公
共
の
福
祉
の

　
増
進
を
加
え
、
同
会
社
の
持
つ
責
務
の
公
共
性
を
よ
り
一
層
明
確
化

　
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
三
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
逓
信

　
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
こ
れ
ら
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
百
一
回
国
会
の
本
会
議
に

　
お
い
て
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
簡
単
に
そ
の
主
な

　
内
容
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
法
案
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

　
第
一
は
、
国
内
電
気
通
信
事
業
を
経
営
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
日



本
電
信
電
話
株
式
会
社
を
設
立
し
、
そ
の
責
務
に
つ
い
て
は
、
常
に

適
正
か
つ
効
率
的
な
経
営
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
電
話
役
務
の
あ

ま
ね
く
日
本
全
国
に
お
け
る
安
定
的
な
供
給
の
確
保
に
寄
与
す
る
ほ

か
、
電
気
通
信
技
術
に
関
す
る
実
用
化
研
究
及
び
基
礎
的
研
究
の
推

進
並
び
に
そ
の
成
果
の
普
及
に
努
め
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
二
は
、
政
府
は
、
常
時
、
会
社
の
発
行
済
み
株
式
総
数
の
三
分

の
一
以
上
の
株
式
を
保
有
す
る
と
と
も
に
、
政
府
保
有
株
式
の
処
分

に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
度
の
処
分
限
度
数
に
つ
き
、
予
算
を
も
っ
て

国
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
三
は
、
新
株
の
発
行
、
取
締
役
、
監
査
役
の
選
解
任
の
決
議
、

定
款
変
更
の
決
議
、
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
は
郵
政
大
臣
の
認
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
等
会
社
の
監
督
に
つ
い
て
所

要
の
規
定
を
設
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
第
四
は
、
附
則
に
お
い
て
、
政
府
は
、
会
社
の
設
立
の
日
か
ら
五

年
以
内
に
、
会
社
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
必
要
な
措
置
を
講

じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
日
本
電
信
電
話
公
社
法
等
の
廃
止
及
び
こ
れ
に
伴
う
経

過
措
置
の
規
定
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
法
律
案
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
会
社
の
附
帯
業
務
を

郵
政
大
臣
の
認
可
事
項
か
ら
除
外
す
る
旨
の
修
正
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
次
に
、
電
気
通
信
事
業
法
案
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
第
一
は
、

電
気
通
信
事
業
者
が
取
り
扱
う
通
信
の
秘
密
の
保
護
、
検
閲
の
禁
止
、

利
用
の
公
平
、
重
要
通
信
の
確
保
等
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
設
け

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
第
二
は
、
電
気
通
信
事
業
の
種
類
を
、
み
ず
か
ら
電
気
通
信
回
線

設
備
を
設
置
し
て
電
気
通
信
役
務
を
提
供
す
る
第
一
種
電
気
通
信
事

業
と
、
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
か
ら
回
線
の
提
供
を
受
け
て
電
気

通
信
役
務
を
提
供
す
る
第
二
種
電
気
通
信
事
業
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ

れ
許
可
制
及
び
届
け
出
制
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
特
別
第
二
種
電
気
通
信
事
業
、
す
な
わ
ち
不
特
定
多
数

を
対
象
と
す
る
全
国
的
、
基
幹
的
な
事
業
及
び
外
国
と
の
間
の
事
業

に
つ
い
て
は
登
録
制
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
第
三
は
、
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
は
、
電
気
通
信
役
務
の
料
金

そ
の
他
の
提
供
条
件
に
つ
い
て
契
約
約
款
を
定
め
、
郵
政
大
臣
の
認

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
四
は
、
郵
政
大
臣
は
、
事
業
の
許
可
、
契
約
約
款
の
認
可
等
重



要
な
処
分
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
審
議
会
に
諮
り
、

そ
の
決
定
を
尊
重
し
て
措
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
第
五
は
、
附
則
に
お
い
て
、
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か

ら
三
年
以
内
に
、
そ
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
、
必
要
な
措

置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
法
律
の
施
行
期
日
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
法
及
び
電
気
通
信
事
業
法
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
第
一
は
、
電
話
設
備
費
負
担
臨
時
措
置
法
等
を
廃
止
す

る
ほ
か
、
有
線
電
気
通
信
法
等
関
係
法
律
の
規
定
の
整
備
等
を
行
う

と
と
も
に
、
所
要
の
経
過
措
置
等
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
第
二
は
、
会
社
の
労
使
関
係
に
つ
い
て
は
、
労
働
三
法
に
よ
る
こ

と
と
し
、
公
共
企
業
体
等
労
働
関
係
法
は
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る

と
と
も
に
、
当
分
の
間
、
国
民
経
済
及
び
日
常
生
活
に
相
当
程
度
影

響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
労
働
大
臣
の
請
求
に
基
づ
き
中

央
労
働
委
員
会
の
調
停
を
行
っ
て
い
る
期
間
最
大
十
五
日
間
は
争
議

行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
法
律
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
法
律
案
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
会
社
の
争
議
行
為
を

制
限
す
る
特
例
措
置
に
つ
い
て
は
、
法
律
施
行
の
日
か
ら
三
年
後
に

見
直
し
を
行
う
旨
の
修
正
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
三
法
律
案
を
一
括
し
て
質
疑
を
行
う

と
と
も
に
、
第
百
一
回
国
会
に
お
い
て
公
聴
会
の
開
会
、
参
考
人
の

意
見
聴
取
、
次
い
で
閉
会
中
に
お
い
て
は
、
札
幌
市
、
福
岡
市
、
大

阪
市
に
お
い
て
地
方
公
聴
会
を
開
催
し
、
さ
ら
に
今
国
会
に
お
い
て

は
、
内
閣
、
地
方
行
政
、
大
蔵
、
社
会
労
働
、
商
工
の
各
委
員
会
と

の
連
合
審
査
会
を
開
会
す
る
等
極
め
て
熱
心
か
つ
慎
重
な
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
三
法
律
案
に
対
し
て
、
中
野
委

員
よ
り
、
公
明
党
・
国
民
会
議
、
民
社
党
・
国
民
連
合
、
新
政
ク
ラ

ブ
を
代
表
し
て
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
次
い
で
討
論
に
入
り
ま
し
た

と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
大
森
委
員
よ
り
、
原
案
に
反
対
、
修
正
案
に

つ
い
て
評
価
は
で
き
る
も
反
対
、
自
由
民
主
党
・
自
由
国
民
会
議
長

谷
川
理
事
よ
り
、
原
案
並
び
に
修
正
案
に
賛
成
、
日
本
共
産
党
佐
藤

委
員
よ
り
、
原
案
並
び
に
修
正
案
に
反
対
す
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。



　
討
論
を
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
三
法
律
案
は
い
ず
れ
も
多
数
を

も
っ
て
修
正
議
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
三
法
律
案
に
対
し
、
片
山
理
事
よ
り
、
自
由
民
主
党
・
自

由
国
民
会
議
、
日
本
社
会
党
、
公
明
党
・
国
民
会
議
、
民
社
党
・
国

民
連
合
、
新
政
ク
ラ
ブ
及
び
二
院
ク
ラ
ブ
・
革
新
共
闘
の
各
派
共
同

提
案
に
係
る
通
信
主
権
の
確
保
、
情
報
基
本
法
の
制
定
、
新
電
電
株

式
の
売
却
方
法
等
十
二
項
目
の
附
帯
決
議
が
提
出
さ
れ
、
多
数
を
も

っ
て
本
委
員
会
の
決
議
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

電
気
通
信
事
業
法
案
（
第
百
一
回
国
会
閣
法
第
七
三
号
）

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
今
後
に
お
け
る
社
会
経
済
の
進
展
及
び
電
気
通
信

　
分
野
に
お
け
る
技
術
革
新
等
に
よ
る
通
信
需
要
の
高
度
化
・
多
様
化

　
に
対
処
す
る
た
め
、
電
気
通
信
事
業
に
競
争
原
理
を
導
入
し
て
、
そ

　
の
効
率
化
、
活
性
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
電
気
通
信
事
業
の
公

　
共
性
に
か
ん
が
み
、
そ
の
運
営
を
適
正
か
つ
合
理
的
な
も
の
と
す
る

　
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
利
益
を
保
護
し
、
電
気
通
信
の
健
全
な
発

　
展
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

一
、
電
気
通
信
事
業
者
が
取
り
扱
う
通
信
の
秘
密
の
保
護
、
検
閲
の

　
禁
止
、
利
用
の
公
平
、
重
要
通
信
の
確
保
等
に
つ
い
て
所
要
の
規

　
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

二
、
電
気
通
信
事
業
の
種
類
を
第
一
種
電
気
通
信
事
業
（
電
気
通
信

　
回
線
設
備
を
設
置
し
て
電
気
通
信
役
務
を
提
供
す
る
事
業
）
及
び

　
第
二
種
電
気
通
信
事
業
（
第
一
種
電
気
通
信
事
業
以
外
の
事
業
）

　
と
す
る
。

三
、
第
一
種
電
気
通
信
事
業
に
つ
い
て
は
郵
政
大
臣
の
許
可
制
と
し
、

　
そ
の
許
可
基
準
を
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
回
線

　
設
備
が
著
し
く
過
剰
と
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
の
事
業
を
適
確
に
遂

　
行
す
る
に
足
り
る
経
理
的
基
礎
及
び
技
術
的
能
力
が
あ
る
こ
と
等

　
と
す
る
。

四
、
第
二
種
電
気
通
信
事
業
を
一
般
第
二
種
電
気
通
信
事
業
（
特
別

　
第
二
種
電
気
通
信
事
業
以
外
の
事
業
）
及
び
特
別
第
二
種
電
気
通

　
信
事
業
（
電
気
通
信
設
備
を
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
の
通
信
の
用

　
に
供
す
る
も
の
で
あ
つ
て
当
該
設
備
の
規
模
が
政
令
で
定
め
る
基

　
準
を
超
え
る
規
模
で
あ
る
も
の
及
び
本
邦
外
の
場
所
と
の
間
の
通

　
信
を
行
う
た
め
の
電
気
通
信
設
備
を
他
人
の
通
信
の
用
に
供
す
る

　
も
の
）
に
区
分
し
、
前
者
の
事
業
は
届
出
制
、
後
者
に
つ
い
て
は



　
郵
政
大
臣
の
登
録
制
と
し
、
一
定
の
欠
格
事
由
に
該
当
す
る
場
合

　
等
に
お
い
て
は
、
そ
の
登
録
を
拒
否
す
る
も
の
と
す
る
。

五
、
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
は
、
電
気
通
信
役
務
に
関
す
る
料
金

　
そ
の
他
の
提
供
条
件
に
つ
い
て
契
約
約
款
を
定
め
、
郵
政
大
臣
の

　
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

六
、
郵
政
大
臣
は
、
電
気
通
信
事
業
者
の
業
務
の
方
法
が
適
切
で
な

　
い
た
め
、
通
信
の
秘
密
の
確
保
に
支
障
が
生
じ
る
等
利
用
者
の
利

　
益
等
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
業
務
方
法
の
改
善

　
等
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

七
、
郵
政
大
臣
は
、
事
業
の
許
可
、
契
約
約
款
の
認
可
等
重
要
な
処

　
分
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
審
議
会
に
諮
り
、

　
そ
の
決
定
を
尊
重
し
て
措
置
す
る
も
の
と
す
る
。

八
、
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
三
年
以
内
に
、
こ
の
法

　
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
な
措
置
を
講
ず

　
る
も
の
と
す
る
。

九
、
施
行
期
日
は
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
と
す
る
。

修
正
要
旨

　
　
本
法
律
案
の
第
一
条
に
、
新
た
に
国
民
の
利
便
の
確
保
、
公
共
の

　
福
祉
の
増
進
を
加
え
、
本
法
の
目
的
を
よ
り
一
層
明
確
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

　
　
二
一
九
ペ
ー
ジ
参
照

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
法
及
び
電
気
通
信
事
業
法
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案
（
第
百
一
回
国
会
閣
法
第
八
〇
号
）

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
法
及
び
電
気
通
信
事
業

　
法
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
法
律
の
廃
止
及
び
改
正
を
行
う
と
と
も
に
、

　
所
要
の
経
過
措
置
等
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容

　
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

一
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
法
の
施
行
関
係

　

（
一
）
電
信
電
話
債
券
に
係
る
需
給
調
整
資
金
の
設
置
に
関
す
る
臨

　
　
　
時
措
置
法
を
廃
止
す
る
。

　

（
二
）
日
本
電
信
電
話
公
社
が
改
組
さ
れ
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

　
　
　
と
な
つ
た
後
も
、
引
き
続
き
共
済
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
と
す

　
　
　
る
。

　

（
三
）
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
労
使
関
係
に
つ
い
て
は
、
労
働



　
　
三
法
に
よ
る
こ
と
と
し
、
公
共
企
業
体
等
労
働
関
係
法
は
適
用

　
　
し
な
い
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
当
分
の
間
、
国
民
経
済
又
は

　
　
公
衆
の
日
常
生
活
に
相
当
程
度
の
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

　
　
る
場
合
、
労
働
大
臣
の
請
求
に
基
づ
き
、
中
央
労
働
委
員
会
が

　
　
調
停
を
行
つ
て
い
る
間
（
そ
の
期
間
が
十
五
日
間
を
超
え
る
と

　
　
き
は
十
五
日
間
）
は
争
議
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
す

　
　
る
。

（
四
）
日
本
電
信
電
話
公
社
法
の
廃
止
に
伴
い
、
同
法
及
び
日
本
電

　
　
信
電
話
公
社
の
名
称
を
引
用
し
て
い
る
関
係
法
律
に
つ
い
て
、

　
　
引
用
部
分
の
削
除
、
名
称
の
変
更
等
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と

　
　
と
し
て
い
る
。

二
、
電
気
通
信
事
業
法
の
施
行
関
係

（
一
）
電
話
設
備
費
負
担
臨
時
措
置
法
を
廃
止
す
る
。

（
二
）
有
線
電
気
通
信
法
及
び
電
波
法
等
の
関
係
法
律
中
、
公
衆
電

　
　
気
通
信
業
務
の
一
元
的
運
営
を
前
提
と
す
る
規
定
に
つ
い
て
所

　
　
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
三
）
公
衆
電
気
通
信
法
の
廃
止
に
伴
い
、
同
法
及
び
同
法
中
に
規

　
　
定
さ
れ
て
い
る
公
衆
電
気
通
信
役
務
等
の
用
語
を
引
用
し
て
い

　
　
る
関
係
法
律
に
つ
い
て
、
引
用
部
分
の
削
除
、
用
語
の
変
更
等

　
　
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
、
施
行
期
日

　
　
昭
和
六
十
年
四
月
一
日

　
な
お
、
本
法
律
案
は
、
第
百
一
回
国
会
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
日

本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
争
議
行
為
に
関
す
る
規
定
を
施
行
の
日
か

ら
三
年
後
に
見
直
す
旨
の
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

修
正
要
旨

　
　
国
際
電
信
電
話
株
式
会
社
の
附
帯
業
務
に
つ
い
て
、
郵
政
大
臣
の

　
認
可
事
項
か
ら
除
外
し
、
同
会
社
の
経
営
の
自
主
性
を
一
層
高
め
よ

　
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

　
　
二
一
九
ペ
ー
ジ
参
照

放
送
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を
求
め
る
の
件

　
（
閣
承
認
第
一
号
）

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
承
認
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、
逓
信

　
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。



　
本
件
は
、
日
本
放
送
協
会
の
昭
和
六
十
年
度
収
支
予
算
、
事
業
計

画
及
び
資
金
計
画
に
つ
い
て
国
会
の
承
認
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
、
収
支
予
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
業
収
入
三
千
三
百
八
十
億
九
千
万
円
、
事
業
支
出
三
千
二

百
八
十
四
億
九
千
万
円
で
、
事
業
収
支
は
九
十
六
億
円
の
黒
字
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
八
十
九
億
円
を
債
務
償
還
等
の
た
め

資
本
収
支
に
繰
り
入
れ
、
残
余
の
七
億
円
を
翌
年
度
以
降
の
財
政
安

定
化
財
源
と
し
て
そ
の
使
用
を
繰
り
延
べ
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
計
画
に
お
き
ま
し
て
は
、
そ
の
重
点
を
テ
レ
ビ・
ラ

ジ
オ
放
送
網
の
拡
充
、
衛
星
放
送
等
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
実
用
化
、

視
聴
者
意
向
に
即
し
た
放
送
番
組
の
刷
新
、
広
報
・
営
業
活
動
の
積

極
化
、
事
業
運
営
の
効
率
化
な
ど
に
置
い
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
件
に
は
、
お
お
む
ね
適
当
で
あ
る
旨
の
郵
政
大
臣
の
意

見
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
放
送
衛
星
二
号
ｂ
の
打
ち
上
げ
体
制
、

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
将
来
展
望
、
国
際
放
送
の
受
信
改
善
と
番
組
の

国
際
交
流
、
技
術
革
新
に
即
応
し
た
放
送
法
制
の
見
直
し
な
ど
の
諸

問
題
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
な
く
、
採
決
の
結
果
、
本
件
は
全
会
一
致

を
も
っ
て
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
件
に
対
し
、
片
山
甚
市
理
事
よ
り
、
放
送
の
不
偏
不
党

の
堅
持
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
計
画
的
導
入
、
衛
星
放
送
の
正
常
運

用
の
確
保
等
五
項
目
か
ら
成
る
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一

致
を
も
っ
て
こ
れ
を
本
委
員
会
の
決
議
と
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
放
送
協
会
昭
和
五
十
七
年
度
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益

計
算
書
並
び
に
こ
れ
に
関
す
る
説
明
書

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
「
日
本
放
送
協
会
昭
和
五
十
七
年

　
度
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
並
び
に
こ
れ
に
関
す

　
る
説
明
書
」
に
つ
き
ま
し
て
、
逓
信
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過

　
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
本
件
は
、
日
本
放
送
協
会
の
昭
和
五
十
七
年
度
決
算
に
係
る
も
の

　
で
あ
り
ま
し
て
、
放
送
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
会
計
検
査
院

　
の
検
査
を
経
て
内
閣
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
そ
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
同
協
会
の
五
十
七
年
度
末
に
お



け
る
財
産
状
況
は
、
資
産
総
額
二
千
五
百
二
十
四
億
一
千
五
百
万
円
、

負
債
総
額
一
千
四
十
八
億
一
千
六
百
万
円
、
資
本
総
額
一
千
四
百
七

十
五
億
九
千
九
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
年
度
中
の
損
益
は
、
経
常
事
業
収
入
二
千
八
百
七
十
七

億
四
千
六
百
万
円
に
対
し
、
経
常
事
業
支
出
二
千
八
百
六
億
二
千
八

百
万
円
で
あ
り
、
差
し
引
き
経
常
事
業
収
支
差
金
は
七
十
一
億
一
千

八
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
固
定
資
産
売
却
損
益
等
の
特
別

収
支
を
含
め
た
事
業
収
支
差
金
は
七
十
一
億
一
千
六
百
万
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
当
期
事
業
収
支
差
金
は
、
翌
年
度
の
事
業
収
支
不
足
額
を
補

て
ん
す
る
た
め
の
財
源
に
充
て
て
お
り
ま
す
。

　
本
件
に
は
、
会
計
検
査
院
の
「
記
述
す
べ
き
意
見
は
な
い
」
旨
の

検
査
結
果
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
収
支
予
算
等
が
適
正
か
つ
効
率
的
に

執
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
は
じ
め
、
公
共
放
送
と
し
て
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

あ
り
方
、
放
送
衛
星
ゆ
り
二
号
の
打
ち
上
げ
延
期
等
の
諸
問
題
に
つ

い
て
、
政
府
、
会
計
検
査
院
並
び
に
協
会
当
局
等
に
質
疑
を
行
い
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
本
件
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
こ
れ
を
是
認
す
べ

き
も
の
と
議
決
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




